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2026年 6月半ば、愛知県の知多半島の海岸で、砂浜に打ち上げられたアオリイカの卵塊を発見し、 

水族館へ持ち帰りました。その後、次々とふ化した稚イカは外套長（胴体部分の長さ）わずか 6mm 

前後。体の大きさに合った餌を用意するのが難しく、飼育には苦労しました。ふ化から約 4か月が 

経った現在では、大きな個体で外套長約 10cmにまで成長し、棒の先に刺した魚の切り身も食べる 

ようになりました。ふ化したばかりの小さな姿が懐かしく感じられるほど、立派に成長しています。 

小さなアオリイカの成長記録

ふ化から約 4か月が経過したアオリイカ ふ化から約 4か月が経過したアオリイカ 

ふ化から約 1週間経過した稚イカたち 

外套長は約 10mm。わずか 4か月で 10倍以上の大きさに成長するとは、

この頃は想像もできませんでした。 


